
平成27年度

27

平成27年度

27 4

平成27年度

福岡市の財政健全化に向けた取組みを
漫画で分かりやすく解説しています！

福岡市 行財政改革 マンガ

行財政改革プランについては　　
予算については　　
財政状況については　　

行財政改革プランについてわかりやすく解説したマンガ版資料については
市政情報・市民参加→財政・市債・公売→「財政の概要」
→「（マンガ版）行財政改革プラン説明資料」
をご覧ください。



法人市民税法人税割の一部国税化等に
より、市税は減少を見込んでいます。

平成27年度の予算は？

1兆9,090億円

8,784億円

7,820億円
（1兆9,204億円）

（7,763億円）

（8,786億円）

2,487億円
（2,655億円）

前年度比
0.6％減

前年度比
0.7％増

前年度比
0.0％減

前年度比
6.3％減

歳入の内訳
（財源別）
7,820億円
（7,763億円）

歳出の内訳
（性質別）
7,820億円
（7,763億円）

歳出の内訳
（目的別）
7,820億円
（7,763億円）

一般会計の予算は、過去最大の規模と
なっており、政令指定都市（20都市中）で
は、大阪市、横浜市、名古屋市、札幌市に
ついで5番目の規模です。

保育所運営費など就学前児童の
教育・保育給付等により増加し
ています。

障がい福祉や医療・介護関連の
繰出金等により増加しています。

学校施設空調整備等に
より増加しています。

商工金融資金の預託金が
減少しています。

退職手当の見直しなどにより、
人件費は減少しています。

保育所運営費など就学前児童の教育・保育給
付費や障がい児・者の施設給付等が増加して
います。普通建設事業費等は、公共施設の計画

的・予防的な改修・修繕により増加し
ています。

特定財源
3,868億円
【49.5％】

諸収入など
1,536億円
（1,649億円）

使用料及び手数料
242億円
（231億円）

県支出金
337億円
（263億円）

市債
384億円
（333億円）

その他交付金など
553億円
（484億円）

臨時財政対策債
365億円
（375億円）

普通建設事業費等
780億円
（741億円）

投資及び出資金
37億円
（51億円）

貸付金
1,160億円
（1,254億円）

積立金
33億円
（19億円）

公債費
955億円
（943億円）

繰出金
556億円
（544億円）

その他
824億円
（854億円） こども育成費

1,020億円
（957億円）

保健福祉費
1,985億円
（1,960億円）

環境費
306億円
（309億円）

土木費
419億円
（412億円）

教育費
570億円
（510億円）

公債費
960億円
（948億円）

都市計画費
606億円
（610億円）

経済観光文化費
1,130億円
（1,203億円）

人件費
793億円
（795億円）

物件費
862億円
（834億円）

補助費
537億円
（533億円）

扶助費
1,999億円
（1,925億円）

維持補助費
108億円
（124億円）地方交付税

290億円
（332億円）

市税
2,744億円
（2,759億円）

一般財源
3,952億円
【50.5％】

その他
2,741億円
【35.1％】

投資的経費
780億円
【10.0％】

消費的
経費

4,299億円
【55.0％】

国庫支出金
1,369億円
（1,337億円）
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7,820

ローンを5万円返済する一方、

新たな借入は4万円に抑えました。

借金残高を減らす努力をしています。

一般会計の予算を市民一人あたりに換算すると約53万円となり、市民生活の向上や地域経済の
活性化などいろいろな施策に取り組んでいます。

1,999

1,187

1,023

897

638

560

422

309

282

240

153

110

7,820

134,503

79,835

68,797

60,353

42,922

37,666

28,413

20,792

18,972

16,133

10,288

7,426

526,100

（25.6%）

（15.2%）

（13.1%）

（11.5%）

（8.1%）.

（7.2%）

（5.4%）

（3.9%）

（3.6%）

（3.1%）

（1.9%）

（1.4%）

（100.0%）

新たな保育需要への対
応など、健やかな子ど
もの育成に積極的に取
り組みます。

高齢者も障がい者も
誰もが住みやすい
まちづくりを進めます。

地域コミュニティの活性
化など、支え合いとつな
がりのあるまちづくりに
取り組みます。

市民一人あたりの
予算53万円は、
20政令指定都市中、
3番目の多さです。

※平成26年12月末現在の人口（148万6,314人）で割っています。
※（　　）内は，構成比を示しています。

平成27年度予算

31万1,000円 10万7,000円

4万2,000円

4万8,000円

4万7,000円

5万8,000円

6万4,000円

5万円18万3,000円

12万8,000円

4万円

6万5,000円

義務的経費の割合は、47.9％となっており、政令市平均の
51.9％と比べると、やや低い状態です。
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　福岡市の「住みやすさ」に磨きをかけて市民生活の質を高め、質の高い生
活が人と経済活動を呼び込み、都市の成長を実現させ、都市の活力によりさ
らに生活の質が高まるという好循環を創っていくために、平成27年度は、
「元気で住みやすい」このまちを次のステージへと飛躍させるため、以下の
事業等を実施します。

都市の成長の果実を生活の質の向上へ
子育て・教育環境の充実

ICTを活用した取組み

高齢者のくらし支援

子ども医療費助成
 379,269万円

小・中学校への空調設備の整備
 2,601万円

新たな保育需要への対応
 361,895万円

　子どもの健やかな成長を願い、安心して医療機関
で受診できるよう、通院は小学校就学前まで、入院
は小学校6年生までの保険診療に係る医療費の自
己負担相当額を助成します。
　また、入院は平成28年1月診療分から対象を中
学校3年生までに拡大して実施します。

　新たな保育需要に対応するため、保育所の新設や、既存施
設の増改築のほか、小規模保育事業の実施など多様な手法
により1,400人分の整備を進めます。

高齢乗車券交付事業
 139,642万円

　高齢者の地域での生活を支援していくため、高齢
者乗車券の券種にタクシー券を加えます。あわせて、
高齢者乗車券制度の見直しも含め、高齢者等の移動
支援策のあり方を検討します。

いきいきセンターふくおかの体制強化
 153,929万円

　高齢者の相談窓口である「いきいきセンターふく
おか」を平成27年度より増設し、土曜日の開設を開
始するとともに、介護予防専任職員を一部センター
にモデル配置します。

ICT活用による要介護高齢者在宅生活
支援モデル事業 1,354万円

　ICTを活用し、単身高齢者等の見守りに必要な
情報の収集・活用など、要介護高齢者の在宅生活
支援のためのモデル事業を実施します。

コミュニティづくりの応援

　夏季における児童生徒の健康を維持し、快適な
学習環境を整えるため、全小・中学校の普通教室に
空調設備を年次的に整備します。（全校整備に向け
た事業手法の検討と事業者選定準備）

（写真：小規模保育事業所の子どもたち）

入院 小学校６年生まで
通院 小学校就学前まで

入院 中学校３年生まで
通院 小学校就学前まで

福岡市交通用
福祉ＩＣカード

今宿姪浜線乗合
マイクロバス回数乗車券

福岡市営渡船
乗船引換券

板屋脇山線乗合
タクシー回数乗車券

安全・安心で、人にやさしいまちづくり

みんながやさしい、みんなにやさしい
区役所づくり 572万円

　区役所の全課に、おもてなしの心と介助技術
を身につけた、サービス介助士の資格を持つ職
員を配置するとともに、各課で介助知識や技術
の普及・継承に取り組みます。

「ユニバーサル都市・福岡」の推進
 2,150万円

　ユニバーサルデザインの普及啓発や、都心部
へのベンチ設置を促進するなど、市民・地域、企
業等と共働したユニバーサルデザインのまちづ
くりを推進する。

○地域包括ケア情報プラットフォーム構築事業

○要介護高齢者在宅生活支援モデル事業

市民・
地域
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農山漁村地域などの市街化調整区域の活性化
 1,000万円

　農山漁村地域など市街化調整区域の活性化を図るため、
地域主体の取組みを支援するとともに、民間企業等からの
提案公募による活性化事業の検討・実施を行います。

事
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補助金等
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○耕作放棄地を活用した体験農園事業
○憩いの場を提供する
　　　　コミュニティカフェ事業
○地域特産品の企画・販売事業　等
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　　　　コミュニティカフェ事業
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特区を活かした次のステージの都市づくり
スタートアップしやすい街

スタートアップカフェの運営及び機能強化
 6.825万円

アクティブシニアの創業・就業支援
 1,113万円

医療の国際化に関する事業 1,459万円

　創業から人材確保までの支援を行う拠点であり、
スタートアップの裾野を拡げる「スタートアップカ
フェ」を平成26年10月に設置。新たに相談機能強
化や人材マッチングなどを実施します。

　高齢者の創業・就業に関するニーズ調査やセミ
ナーを行うとともに、産学官連携の推進組織を設置
し、高齢者の意向や特性を踏まえた創業・就業支援を
実施します。

中小企業・スタートアップ企業マッチング事業
 2,260万円

　既存の中小企業とスタートアップ企業とのシンポジウム及
びマッチング交流会（「フクオカ・スタートアップ・セレクショ
ン」）を福岡市内で開催し、地場中小企業の成長・発展につな
げていきます。

　外国人向けの医療相談対応コールセンターの設置や、高
い技術を持つ外国医師の医療技術を医療機関に広めること
などにより、日本人だけでなく外国人にとっても暮らしやす
い環境を作ります。

さらなる成長を見据えた機能・供給力の向上
都心部のまちづくり

都市再生の推進
 4,829万円

　建築物の更新期などを捉えた民間開発の適正誘
導や、公共用地等の活用検討など、官民一体となった
都心部の機能強化と魅力づくりを推進します。

ウォーターフロントの機能強化（ウォーターフロントネクスト）

中央ふ頭クルーズセンター供用開始
 33,534万円

ウォーターフロント再整備の推進
 1,287万円

　クルーズの旅をより快適にするクルーズセンター
を５月に供用開始します。クルーズ船寄港日以外は市
民も利用できる多目的な施設で、引き続き施設周辺
の整備も進めます。

　市民をはじめ国内外
の方々に親しまれる魅
力的な都心部ウォー
ターフロントづくりに取
り組むため、ウォーター
フロント地区再整備計
画の策定や分かりやす
い広報啓発を行います。

身近な公共施設の機能更新・充実

総合体育館整備 1,095万円 美術館リニューアル事業 5,611万円

　市民がスポーツ・レクリエーション活動に
親しむことができ、大規模スポーツ大会も開
催できる新たな体育館を、アイランドシティ
に整備しま
す。（平成
30年12月
開館予定）

　PFI法に基づき、施設の設計、改修工事、維持管理、運営等を
行う事業者の募集及び選定を行います。また、改修工事中の事
務所仮移転先として、
旧舞鶴中学校南校舎
を事務所に改修する
工事を行います。

災害に強いまちづくり

救急需要への対応，救急高度化の推進
 21,989万円

　都心部の救急需要に対応するため、新たに消防本部に
救急隊を配置します。
　また、救急高度化を推進するため、継続的な救急救命
士養成や高規格救急車の計画的更新整備等を行います。

新しいものやサービスが生まれる街

外国人も暮らしやすい街

がんばる地場企業を応援する街

水素リーダー都市プロジェクト 23,540万円 二枚貝完全養殖チャレンジ事業 720万円

　下水バイオガスによる世界初の水素ステーション
を核とした先進的なプロジェクトへのチャレンジや、
燃料電池自動車（FCV）の導入推進等により産業化
を促進します。

　アサリの陸上完全養殖の可能性について調査・研
究を行い、水産業の成長を目指します。
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(仮称)因幡町通り地下通路
設計検討の補助

＜公共整備＞
天神地下街南駐車場仮設車路活用事業
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